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【はじめに】 

がん診療連携拠点病院とは、全国どこに住んでいても「質の高いがん医療」が受けられるように、都

道府県の推薦をもとに厚生労働大臣が指定した病院です。専門的ながん医療の提供、がん診療の連携協

力体制の整備、および患者への相談支援や情報提供などの役割を担っています。山梨県では山梨県立中

央病院、山梨大学医学部附属病院、市立甲府病院、富士吉田市立病院の 4 つの病院が山梨県の推薦のも

と、厚生労働大臣の指定を受けています。この指定を受けるためにはいくつもの要件が決まっています。

そしてこの指定要件は公表され、定期的に更新されています。今回はおおむね 2012年 7月 5日に更新さ

れた情報をもとに、いくつかの項目を表及びグラフにしてみました。山梨県にはがん専門の病院はあり

ませんが、それぞれの地域の特性にあった形で総合病院ががん診療を担っています。ぜひ参考にしてく

ださい。 

 

【2010年（平成 22年）1月 1日～12月 31日の間に新たに入院した患者数とがん患者数から】 

 

 

 

 

財団法人癌研究会有明病院は、日本で一番新規がん患者を診ている病院です。また、がんの専門病院

でもあり、新規患者数に占めるがん患者の割合は当然のことながら高くなります。新規患者数としては

山梨県立中央病院も同じくらいの規模で患者を診ていることになります。 
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新規入院した全患者数と新規入院がん患者数 

 

 財団法人 

癌研究会有明病院 

山梨県立 

中央病院 

山梨大学医学部

附属病院 
市立甲府病院 

富士吉田 

市立病院 

新規入院患者に占
める新規がん患者
の割合  

81.4% 28.4% 20.9% 16.3% 11.3% 

※ 指定要件では「年間入院がん患者数は 1200人以上であることが望ましい」とされています。 

 

院内死亡がん患者数 
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【2010年（平成 22年）1月 1日～12月 31日の間に新たに外来したがん患者数】 

 

 

 

 

【2011年 4月 1日～7月 31日までの部位別、施設別新規入院がん患者数】 
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【全身麻酔件数と悪性腫瘍手術件数（2011年（平成 23年）4月 1日～7月 31日）】 

 
出典：国立がん研究センターがん対策情報センターHPより    加工：山梨まんまくらぶ 若尾直子 

【外来で放射線治療を開始した患者数（2011年（平成 23年）4月 1日～7月 31日）】 
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【がん化学療法を行った患者数（2011年（平成 23年）4月 1日～7月 31日）】 
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※ がん化学療法が外来にシフトしていることがよくわかります。 

【がん化学療法を行った患者数と処方箋枚数（2011年（平成 23年）4月 1日～7月 31日）】 
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有明病院 
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入院患者数 （のべ患者数） 1724 409 291 92 34 

外来患者数 （のべ患者数） 6682 1311 596 737 61 

入院処方数 （のべ処方日数 ） 3175 750 1804 375 108 

外来処方数 （のべ処方日数 ） 24098 1397 1199 1476 308 

出典：国立がん研究センターがん対策情報センターHPより    加工：山梨まんまくらぶ 若尾直子 

【終わりに】 

以上、すべての情報は国立がん研究センターがん対策情報センターHPにあるがん診療連携拠点病院「指定要件に関

する情報１」から抜粋し、若尾が加工しました。財団法人癌研究会有明病院は、比較のため数か所で取り上げました。が

ん治療に関する情報は公開されつつあります。ハード的な整備が整うなか、ソフト的な満足度も情報公開され、患者主体

の医療環境になることを求めたいと思います。そのためにも満足度の指標などが必要になります。患者満足度の指標とは

なんでしょう。今後の課題です。 

ご意見・お問合せ メール：yamanashi_mamma@kjb.biglobe.ne.jp 
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